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各種ODF図評価（読み込み、書き出し）
ODF解析はEBSD,XRDなど解析ソフトウエアが多く存在する
各種ODFソフトウエアで解析を行ったODF図の同一ソフトウエアで評価が行える
各種ODFソフトウエアを統一ファイルフォーマットに変換

各種フォーマットの読み込み

各種フォーマットの書き出し



結晶方位（マウス操作）

画面上のマウス移動に対しリアルタイムで方位計算

マウスクリックで位置表示（＋）計算結果（〇）

１面、３面表示が可能



結晶方位(方位サーチ）
Search結果

等価方位を纏める

random方位=50%が計算されている



方位分布
求める方位

random方位=50%が計算されている



４：２：１補正分布図

Cube,Goss方位密度を1/2 ２に合わせる normとの比較

4:2:1の補正

最大８個の分布図が表示できます。



Ｆｉｂｅｒ解析
Euler角度入力によるFiber



Ｒａｎｄｏｍ定量
すべてrandomの場合、全ての方位密度が1.0である。Cubeが50％含まれた場合、randomレベルは1.0から0.5に代わる。
更に、Goss方位が30%加わると、randomレベルは、0.5から0.2に代わる。この0.2=20%である。

方位密度1.0以下を100個のBoxに振り分けると0.2のBoxが最大値になる。
今まで扱っていたODF図で計算すると、

0.5のBoxが最大値：random%=50%である。

上図では19x19x18の格子点の90.1%が0.5の結果

極点処理の平滑化やHermonic解析では、この領域域が見乱れる



Triclinic->Orthorombic



LaboTexとMTEX(Hermonic)比較
MTEXのFWHM=25deg解析では
Randomが4%検出されてしまう。

Herminic法は注意が必要
MTEXでFWHM=2degでは検出されない
Random定量の場合,FWHMの使い分けが
必要

LaboTex MTEX



ODF図の平滑化

平滑結果をLaboTexのJobに登録

LaboTexExportODFﾃﾞｰﾀ

平滑化
重み：５
繰り返し：１０

平滑化前(datanumber=2913) 平滑化後(datanumber=3595)

GPODFDisplayの平滑化はrandom領域を乱さない



まとめ

•方位分布図により試料間の比較が行える

• VolumeFractionを求める場合、random定量値の解析は重要

• Random定量を求めるまでは平滑化は行わない

• MTEXなどのHermonic法でも平滑化に繋がる処理は行わない

• GPODFDisplayの平滑化はrandom領域を乱さない
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